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Muse Spark Open による企業知財業務への影響 
公開情報に基づく調査と実務への適用に関する考察  

調査基準日 2026 年 10 月 16 日 

GPT-6 Astra 

Muse Spark Open は、企業が未公開の技術情報を使い、複数の知財業務を継続して処理する社内 AI
を構築する選択肢を広げる。とりわけ、発明発掘、出願準備、FTO、競争力分析を、研究開発部門の

情報と結び付ける点で意味がある。 

本稿は、公式発表、技術資料、公開評価および利用条件を踏まえ、企業の知財業務への影響を検討す

る。知財業務への適用効果は実機で検証した結果ではなく、公開された能力と運用条件に基づく分

析・提案である。日本語特許実務での正確性や費用対効果は、個別の検証が必要となる。 

1 公開された仕様と実行環境 

Meta は 2026 年 10 月 15 日（米国現地時間）、Muse Spark Open のモデルウェイトを公開した。総パ

ラメーター数は 8160 億、推論時に動作するパラメーター数は 420 億、文脈長は約 100 万トークンで

ある。画像・音声・動画を含む入力を扱い、コーディングと、ツールを使いながら複数工程を進める

エージェント業務を重点としている。[1] 

Mac Studio 2 台での動作について、Meta が示すのは、M5 Ultra と 512GB の統合メモリを備える Mac 
Studio を 2 台接続する構成である。通常の Mac を 2 台用意すればよいという意味ではない。[2] 

Apple の技術資料によれば、4 ビット量子化したモデルのメモリ使用量は約 493GB であり、これに推

論用メモリが加わる。8192 トークンの文脈を使った測定では、2 台のテンソル並列構成で約 25 トー

クン／秒となった。ただし、この数値は 100 万トークンを投入した場合の速度や、多人数同時利用の

性能を保証しない。[3] 

アクティブ 420 億という数字は主に計算量を説明するものである。Hugging Face の解説では、通常の

実行構成では全エキスパートをメモリに保持する。420 億パラメーターのモデルと同じメモリで運用

できる、という意味ではない。[4] 

2 性能評価から読み取れる強みと限界 

Meta の公表比較から、企業実務に関係する評価指標を表 1 に示す。ツール操作や一部の職業課題で競

争力を示す一方、成果物を作る知識労働や端末操作の課題では、比較対象を一律に上回るわけではな

い。[5][6] 

表 1 企業実務に関係する公開ベンチマーク 

評価指標 Muse Spark 
Open GLM 5.3 Kimi K3 

MCP-Atlas 
外部ツールを使う課題 89.2 84.2 82.3 
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評価指標 Muse Spark 
Open GLM 5.3 Kimi K3 

JobBench 
職業上の課題 61.8 61.4 54.3 

GDPval-AA v2 
成果物を作る知識労働 1401 1653 1537 

Terminal-Bench 2.1 
端末操作を伴う課題 76.4 83.9 85.0 

 
出典：Meta のモデルカードおよび評価方法資料。[5][6] 各行は異なる尺度で、いずれも高い方が良い。Muse は xhigh、
GLM・Kimi は max 設定。Meta の評価方法資料では AA 関連の比較値に 2026 年 10 月 7 日時点の取得値を用いており、

各評価の条件・取得時点にも留意する。 

独立評価機関 Artificial Analysis の掲載値でも、Muse Spark Open の総合指標は 39 であり、GLM 5.3 の

45、Kimi K3 の 44 などを下回る。「米国製オープンウェイトとして最高性能」という位置付けと、世

界の公開モデル全体での優位性は区別すべきである。[7] 

モデルカードと評価方法資料には、日本語特許の請求項解釈、補正案作成、FTO 判断に特化した検証

は示されていない。ツール操作能力は期待材料であるが、それを知財判断の正確性に直接置き換える

ことはできない。[5][6] 

3 知財業務ごとの適用可能性 

表 2 の優先度は、公開能力を踏まえた導入上の評価であり、Meta が保証する知財機能や実測効果を示

すものではない。 

表 2 知財業務への適用と確認事項 

業務と優先度 想定される成果物 人が重点的に確認する点 

発明発掘 
高 

実験記録、設計変更、失敗報告、会議記録を横断し

た発明候補と追加質問 
技術的成立性、既知事項との差、人の

創作的寄与 

明細書と請求項の作

成支援 
高 

発明届、図面、試験データを照合した請求項案、実

施形態、情報不足一覧 
実験事実の捏造、過度な一般化、記載

の裏付け 

拒絶理由対応 
中〜高 

当初明細書、引用例、審査経過に基づく相違点、反

論、補正候補の比較 
引用箇所、補正根拠、権利範囲への影

響 

先行技術調査とスク

リーニング 
高 

検索語展開、分類補助、一次判定、根拠箇所の抽出 検索漏れ、除外文献の見逃し、検索集

合の偏り 

FTO と侵害予防 
支援用途で高 

秘密の製品仕様と対象請求項の対比表、未確認事

項、設計変更候補 
クレーム解釈、対象国、権利状態、重

要文献の漏れ 
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業務と優先度 想定される成果物 人が重点的に確認する点 

SDI と競合監視 
高 

新着公報が影響する自社開発案件、担当者、確認事

項の整理 
誤警報と見逃し、競合の意図に関する

推測 

IP ランドスケープと

経営提言 
中〜高 

特許情報と製品計画、技術課題、収益情報を接続し

た選択肢の比較 
因果関係の飛躍、市場仮説、投資判断

の妥当性 

 

4 発明が正式な発明届になる前の情報を活用する 

大きな変化として考えられるのは、発明が正式な発明届になる前の情報を扱いやすくなることである。

研究開発には、なぜか性能が改善した、この条件では失敗する、製造現場だけが知っている調整方法

がある、といった情報が散在している。 

社内で処理する環境を整えれば、これらを継続的に読み取り、知財担当者が研究者に確認すべき論点

を抽出する運用が考えられる。例えば、「発明はありませんか」という質問を、「この条件変更によ

る効果は材料組成と工程順序のどちらに由来するのか」「比較試験を追加すれば権利化の根拠が強く

なるのか」という具体的な問いに変えられる。 

知財担当者が発明の成立過程へ早く関与できることに、業務時間の短縮を超える価値がある。 

ただし、モデルを社内に置くだけで機密管理が完成するわけではない。検索先、ログ、バックアップ、

外部ツールへの送信まで管理対象となる。例えば、秘密の製品仕様を外部への検索クエリに含めれば、

推論自体がローカルでも情報は社外へ出る。営業秘密としての保護にも、有用性・秘密管理性・非公

知性が必要である。[8] 

5 製品開発に連動して FTO を更新する 

FTO では、製品開発と連動して分析を更新する運用が有望である。例えば、以下の工程を一つの業務

として組み立てることが考えられる。 

① 製品仕様の更新から、変更された構成・材料・数値範囲を抽出する。 

② 変更に関係する特許群を、契約上利用できるデータベースから取得する。 

③ 対象国の現行請求項と製品仕様を対比し、根拠を添える。 

④ 該当可能性、情報不足、設計変更候補を区別する。 

⑤ 知財担当者の確認結果を残し、次の仕様変更時に再確認する。 

これは実装案であり、Muse Spark Open に完成済みの FTO 機能が搭載されているという意味ではない。

公式のツール利用ガイドでも、モデルが要求したツール呼出しを周辺システムが実行し、その結果を

戻す構成となっている。データベースとの接続や承認手順は、企業側で用意する必要がある。[9] 
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100 万トークンの文脈長は、特許調査の網羅性を保証しない。大量に読めることと、読むべき文献を

漏れなく集められることは別の問題である。最新の権利状態、ファミリー、名寄せ、審査経過を含め、

特許データ基盤の役割は残る。 

長い文脈は、一案件の明細書、引用例、製品仕様、検討履歴をまとめて扱う場面で有用と考えられる。

一方、企業全体の資料については、アクセス権限を反映した検索で必要部分を取り出し、出典と版を

確認できる構成が適している。 

6 知財業務の仕組みと競争優位の変化 

コーディング能力は、知財業務用の小さな仕組みを社内で作る可能性につながる。例えば、公報デー

タの整形、請求項の版比較、競合の課題・解決手段の分類、対比表の更新などである。 

知財担当者は、完成済みソフトの機能を使うだけでなく、自社の判断手順をシステムに組み込む立場

になる。実務上のボトルネックは、コードを書く速度から、データ整備、業務ルールの明文化、例外

処理の設計へ移ると考えられる。 

競争相手も同種のモデルを利用できるため、企業間で差がつくのは、企業固有の情報と、それを判断

につなげる仕組みになると考えられる。具体的には、次のような蓄積が重要となる。 

① 過去の失敗実験や設計変更の理由が残っているか。 

② 採用・不採用となった発明の評価理由が説明されているか。 

③ 特許と製品、顧客課題、事業利益が結び付いているか。 

④ AI の提案を、実験や事業判断へ速やかに移せるか。 

同じ競合特許を読んでも、自社の製造制約や顧客要求を参照できれば、設計変更案の実行可能性を詳

しく検討できる。知財部門にとっては、分析の量を増やすとともに、研究開発と事業の判断材料を整

備する役割が増すという変化である。 

発明案の生成についても、課題、技術手段、制約条件を組み替える探索には期待できる。ただし、今

回の公表資料から、独創的で特許性のある発明を自律的に生み出す能力が実証されたとはいえない。

案が増えるほど、技術検証、先行技術確認、出願価値の選別が重要になる。 

日本の特許庁は、願書等に記載する発明者を自然人に限ると説明している。[10] AI を使う発明活動で

は、誰が課題や技術的手段を具体化し、どの検討によって発明が完成したかを記録する運用が有用で

ある。単に AI の提案を承認したという記録だけで、発明者の問題が解決するとは考えない方がよい。 

7 知財部門が確認すべきライセンス条件 

無償公開されたウェイトには、独自の Muse Model License が適用される。主要な条件は以下のとおり

である。[11] 

① 社内利用等 第三者へのモデル提供に関する追加契約条項は、社内利用、研究、Model as a 
Service に当たらない利用には適用されない。 
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② 第三者へのモデル提供 API 等でモデルをサービス提供し、利用者と関連会社の合計総売上高が

連続 12 か月で 2000 万米ドルを超える場合、事前通知と別契約が必要となる。 

③ 表示義務 利用製品・サービスには、所定の「Built with Muse Spark Open」表示が求められる。 

④ 派生モデル 微調整や蒸留等も条件の対象であり、出力を使って改善した AI モデルも派生モデル

の定義に含まれる。 

⑤ 出力と保証 Meta は出力の所有権を主張しないが、非侵害等を保証しているわけではない。 

一般企業の社内知財支援と、知財サービス事業者が顧客へ AI 機能を提供する場合とでは、確認事項が

異なる。微調整したモデルや小型化した派生モデルを社内資産として管理する場合も、学習データの

権利とモデルの利用条件を一緒に追跡する必要がある。 
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8 導入効果を検証する進め方 

導入の判断では、無料のモデルであることよりも、確認済み成果物を一件作る総費用を測るべきであ

る。機器費用、保守、データ利用料、電力、処理待ち時間に加え、人による確認と修正の工数を含め

る。少人数の知財部では、機器を保有するより、既存の契約済み環境を使う方が合理的な場合もある。 

公開資料で日本語特許の処理品質を比較する 

既存の生成 AI と同じ資料・同じ出力要件で、請求項の限定、数値範囲、否定表現、根拠箇所の抽出を

比較する。 

閉域環境で一業務を試す 

最初の候補は、発明届・実験記録からの不足情報抽出、または製品仕様を含むクレーム対比表の下書

きである。既知の重要文献と紛らわしい非該当文献を含む検証セットを使う。 

人の確認後の品質で採否を決める 

重要事項の見逃し、根拠の誤引用、修正時間、再現性、同時利用時の待ち時間を測定する。FTO では、

評価セットで見逃しがゼロでも、未知の案件での無漏れを保証したとは扱わない。 

企業への提案としては、まず未公開の開発資料を用いた発明候補・不足情報の抽出を実証対象にする

ことが適切と考えられる。機密情報を社内で扱える利点が明確で、研究者と知財担当者が成果を評価

しやすく、その後の出願準備、競争力分析、FTO への展開にもつながるためである。 
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